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■ 「Disruptive Change」：世界的に予測のつかないＩＣＴ分野において、破壊的な地球規模の価値創造を生み出すために、
大いなる可能性がある奇想天外でアンビシャスなICT技術課題に挑戦する人を支援。閉塞感を打破し、異色多様性を拓く。 

Ambitious 
Technical 
Goals 

ゴール 

→ これまで獏としていた実現性（成功）への
道筋への輪郭が明確になったかどうか 

    （低い評価＝あいまいなままである課題） 
 

→ 失敗により道筋がたてられ方向性が明確
になった場合は「高評価」 

 

→ 失敗例の共有をプログラムで実現 

評価 公募 

対象者：大いなる可能性のあるICT課題に挑戦する個人 義務教育修了者 

研究費（委託研究開発）： 300万円（上限）＋間接経費(30％) 

期間： 1年間 （繰返し応募可） 

採択件数： 10件程度 (想定) 

評価：絶対評価 

☆研究開発を支援する環境を整備（検討中） 
 ｸﾗｳﾄﾞﾈｯﾄﾜｰｸ環境などﾊﾞｰﾁｬﾙ研究室環境の提供 
 外国著名講師によるｽｸｰﾙ、学会ｲﾍﾞﾝﾄ等の開催 
 経費支払い、証票書類管理等の庶雑務のｻﾎﾟｰﾄ 等 
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業務実施機関（総務省から運営を委託） 

総務省 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ評価委員会 
業務実施機関の評価、採択案件やｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰの承認 

* 既存の戦略的情報通信研究開発推進事業(SCOPE)の枠組みの中に新設 

独創的な人: I 

＊ゴールへの道筋が明確になる
価値ある「失敗」を奨励   

 事務局（業務実施機関）の公募 
    平成26年5月22日（木）～6月10日（火）で公募を実施。現在、採択審査中。 

 独創的な人の公募 
    事務局選定後、速やかに公募を開始（７月を予定） 

 プログラム評価委員会 
    設立準備中 

 スーパバイザー 
    候補者選定に向け準備中 
 

事業開始に向けた準備状況と今後のスケジュール 
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 事務局等（業務支援機関、不正等監視機関）の公募 
    公募審査を終了し、右の法人に業務を委託 業務支援機関  ： 株式会社野村総合研究所 
 不正等監視機関 ： 有限責任あずさ監査法人  
 一次提案審査に参加するベンチャーキャピタル等の募集 
     ６月１３日募集開始 
 革新的な技術やアイデアを用いた事業化等への挑戦の公募（常時応募可能） 
    ６月下旬以降公募開始予定 
 評価・運営委員会 
    設立準備中 
 公募説明会等 
    公募説明会やPoCセミナーを、順次、総合通信局等の協力も得つつ実施予定 

■ICT分野における我が国発のイノベーションを創出するため、ベンチャー企業や大学等による革新的な技術やアイデアを用いた事業化
等への挑戦に対し、常時応募可能な支援（研究開発費用等の一部補助）を行う。 

●施策内容 
 次の特徴を持つ研究開発支援スキーム（補助金）を新設 （平成26年度予算額：５億円） 
 ◆支援対象 
   ①新サービス等のビジネスモデル実証フェーズに取り組むベンチャー企業や大学等 
   ②上記①のﾍﾞﾝﾁｬｰ企業等の活動を支援するﾍﾞﾝﾁｬｰｷｬﾋﾟﾀﾙ等（事業化支援機関） 

 ◆支援内容 
 共同で新ｻｰﾋﾞｽ創出等に取り組む上記①、②の企業等に対し、以下の支援を実施 

    ①１億円以内（間接経費(30％）含む) （補助率 ﾍﾞﾝﾁｬｰ企業：2/3、大学等：10/10）  
    ②1000万円以内（一般管理費(10%)含む） （補助率：2/3） 
 支援期間： １年間 

●目指す成果 
○我が国の技術力・アイデアを活かした新産業・新サービスの創造 
○民間資金（ﾘｽｸﾏﾈｰ）の活性化誘発し、 ＩＣＴ分野における エコシステムの形成促進 

事業開始に向けた準備状況と今後のスケジュール 
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